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も 1830 年代と考えられるのだろうか。 
たとえばキングス・リンでは、第一次選挙法改正によって選挙権はフリーメン資格に加え、
資産資格でも付与されることになり、選挙人の数が一挙に増加した。1835 年の選挙人名簿によ
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行しはじめたことによるものである19。キングス・リンの地元紙 Lynn and Wisbech Packet
（1800－02年）のように発行してもすぐに廃刊になってしまう地方紙も少なくはなかったが、
地元のニュースを発信しようとする傾向は注目に値する。また比較的古くに発刊された地方紙
も、18 世紀中にそのスタイルを変えていくことがわかる。たとえば Norwich Mercury（1722
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く柔軟な解釈をとれば、「都市ルネサンス」論は長期の 18 世紀における都市、さらには 18 世
紀イギリス社会の特質を解明するために非常に有効な準拠枠組みになりうるのである。 
本稿で再解釈した都市ルネサンス論が有望なのは、それが 18 世紀の都市を舞台にして展開
された様々な新しい社会現象を視野に収めることができるからである。ポライトなマナー、消
費文化、レジャー産業、印刷・出版文化、ジェントリ、ミドリングソート、社会移動、地域の
アイデンティティなど、現在でも研究者の間で熱心な議論が交わされている問題はすべて、都
市ルネサンス論に関わりをもっている。ボーゼイはあまり言及しなかったが本稿で特に強調し
たのは、都市ルネサンスの時代に生まれた新しい社交様式としてのアソシエーションである。
アソシエーションは目的、形態、規模、構成員、機能などの点で異なる多様な性格のものがあ
り、一義的にとらえることはできない。しかし新しい社会関係のあり方としての「アソシエー
ション」は、都市ルネサンスの展開を直接的にも間接的にも支える重要な人的要素であり、し
かも時代が進むにつれて重要性を増し、しだいに様々な社会集団や階層に広がっていった。そ
れが「都市ルネサンス」の性格の変化と関係があったか否か、さらには、市民社会や公共圏、
階級の形成や変化といった、より大きなテーマとどう結びつくかは、今後検討すべき課題であ
る。しかし「都市ルネサンス」論がこれら多様な諸問題にアプローチするための重要な糸口に
なることを明らかにできたとすれば、本稿の目的は達せられたことになる。 
